二、寺院
１　町内の仏教概観

古い時代の神仏に
　町内の仏教には、中世以来の記録や文書がとぼしいので、中世・近世の状況がはっきりしない点が多いが、
対する観念
近くに天台寺のあったらしい一ノ宮倭文神社の経塚出土品中の康和５年（１１０３）癸末の在銘経筒（国宝）によって、古くから台教の影響下にあったであろうことが推定され、また、羽合平野のただなかに４町歩にわたる字寺屋敷の遺跡名があることによっても、奈良時代以来の古仏教の影響もないとは言えない。殊に、中世神仏混合時代以来、神社崇敬は神仏一体の信仰となり、裏を返せばEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かんな),惟)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(がら),神)の道（神代からのまま）実践となり、しらずしらずの間に日本人意識がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(つち),培)かわれて来たのである。後に浄土教発生以来新らしい諸宗派の勃興につれて、指導層面では、純粋な弥陀・釈迦・観音・地蔵の信仰が強調されるとともに、一方神道側の古神道復活の思想も明確にされる傾向を生じたようである。しかし、前項神社信仰のところにもみえるとおり、社会の底辺においては明治初期の神仏分離政策強行までは、依然として神仏両信仰の大勢は根強く流れていたようである。ただし真宗派としては、根本においてその宗旨の上から、仏主神副の傾向はまぬがれなかった。禅宗においては、いまも神仏信仰をそうはっきりとは区別していない。「悪人もて往生をとく、况んや善人においてをや」という悪人正機説や、「我らEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(きょうよう),孝養)のため本願を立つるあらず」という真宗開祖の親鸞の精神は、深い含蓄のある教訓の一節で、浅く軽く受けとめてはならない言葉である。そこには、どこまでも祖先崇拝の信仰に一線を画して、生死・病死・災害などEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(げんせ),現世)の煩悩に神頼みすることを避けているのが真宗の特色である。
法華と浄土宗の存
　こういう真宗門が主体となって構成されているのが羽合町内寺院の概況であるが、そのうち、住民構成の関
在する橋津
係から、法華と浄土の２寺院が介在するのが橋津（湊村）であり、いずれも中世末近世初頭に入り込んだ寺院や奄寺である。以下順次これらの縁起により検討してみよう。
